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6月13日(火)～15日(木)の3日間、米沢工業高等学校建設環境類2年生2名によるインターンシップ(職業体

験学習）が行われ、山形河川国道事務所管内の道路・河川の業務を体験しました。米沢国道維持出張所には、

初日の13日に訪れ、道路事業や道路管理の重要性について学んでいただきました。

◆出張所の概要説明◆ ◆道路パトロール体験◆

◆路面補修実習◆

はじめに、出張所長より業務概要

について説明を受けました。

パトロール車の装備等の説明を受け

てから、出発！

国道13号をパトロールしました。

鳥上坂の駐車帯で、路面補修に挑戦！！

穴ぼこに常温合材を入れ、スコップでならし、水をかけ踏みならしました。

◆南陽除雪ステーション見学◆

南陽除雪ステーションでは、冬期間の

除雪活動についてのお話をお聞きし

たりや除雪車等に乗車させていただ

いたりしました。



道路の異状を発見したら、道路緊急ダイヤル(無料) ♯９９１０ へお知らせ下さい！
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どこの現場に行っても、熱中症対策や

周囲確認など、安全確認をやっていて改

めて大事なことなんだと思いました。学

校の実習でも安全第一で作業をしたいと

思いました。今回で課題だなと思ったこ

とは、現場で使う用語です。用語がわか

らなくて頭に話が入ってこないときが

あったので、これから頑張って覚えたい

と思いました。

今回、初のインターンシップで多くの現場

に行ってみて、学校の授業で習ったことが多

く出ていて学校の授業の大切さを学べた一日

でもありました。そして、多くの現場を見て、

安全管理が一番大切であるということを改め

て知ることができました。また、道路パト

ロールは、人が目でやるのは大変でチェック

ポイントが多くて、さらに大変だということ

を体験して知りました。

◆西地区道路災害復旧工事見学◆ 令和4年8月の豪雨で大きな被害を受けた飯豊町手ノ子地内の復旧工事を

見学しました。通常の道路の維持だけでなく、災害への対応も学びました。

川の増水によって道路が削り取られたので、川の位置を変える工事をしています
衛星を使った測量

道の駅「いいで」は、

「防災道の駅」に選定

されており、防災拠点

としての役割を果たす

ための施設や体制を整

えているところです。

道の駅トイレ裏のスペース

災害用トイレが約8分で完成！！

とても快適です✨

米工卒の出張所職員とお話する時間を

取ると、たくさん質問していました♪

窪田横断歩道橋では、防護

服を着用しての塗装剥離作

業中でした。歩道橋の補修

の工程や安全対策等を学び

ました。

◆インターンシップ1日目を終えての感想◆

◆道の駅「いいで」見学◆

◆米沢国道管内橋梁補修補強工事見学◆


